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学会の沿革報告 

 国際健康美学会は次の２つの目的の為に

2004 年 7 月 14 日発足した。 

 

1. 広く一般市民に対し、健康と美容に関す

る情報提供、健康増進支援に関する事業

を行なうことにより、生活習慣病の予防、

その他健康美の維持・管理に対する意識

を高め、誰もが安心して暮らせる社会作

りに寄与するものである。 

2. そのために、国際的な基準を満たすエス

テティシャンの専門家を育成し、その地

位と質の向上を目指し「国際健康美学士」

の資格を取得することを目的とする。 

● 2004 年 7 月 14 日 

  東京で創立総会開催。 

初代理事長に㈱村山代表取締役社長村山静江

氏が就任。「国際健康美学会の今後の展望に

ついて」の講演があった。 

● 2005 年 8 月 6 日 

第 2回国際健康美学会学術大会を東京都星陵

会館にて開催。テーマは「肥満と健康美学

～ What is true health?～」 

● 2006 年 7 月 7 日 

「特定非営利活動法人 国際健康美学会」の登

記が完了した。 

● 2006 年 8 月 19 日 

  第 3 回国際健康美学会 学術大会開催。 

ここ韓国チェヌン大学で本日開催の運びと

なった。本日は次に紹介する 3 名の先生方

による講演を予定している。 

テーマ：健康美学の追求とその実践発表 

 

① ㈱太平洋 PIM 化粧品会社 教育部長 梁英順 

  ＜化粧品のマーケティング実例研究＞ 

 

② 気エステティック イヴ 研修センター長 

  ㈱村山 専務取締役        村山舞 

  ＜気エステティックイヴの痩身結果の実際＞ 

 

③ ﾁｪﾇﾝ大学 ﾋﾞｭｰﾃｨｰｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ学科 教授 

                   金基甲 

  ＜美容関連従事者の体形比較分析について＞ 

第 3 回 国際健康美学会 学術大会の開催 

今年で 3 回目を迎えた国際健康美学

会学術大会は、2006 年 8 月 19 日

（土）、韓国チェヌン大学で開催され

ました。同大学の講堂で行なわれた本

大会は「第 1 部 開会式」・「第 2 部 

学術発表会」からなり、途中に理事会

を挟んで行なわれました。 

開会式は韓国独特の国民儀礼で始ま

り来賓紹介では新しく学長に就任した

李基雨学長、村山静江理事長に続き、

日本側の理事、韓国側から参加してい

た他大学の教授や美容関連業界の方達

が紹介されました。 

 

 第3回国際健康美学会学術大会が、 

 韓国チェヌン大学にて開催された。 
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『韓国女性の化粧実態と化粧品のマーケティング実例の研究』 

り、メイクアップ化粧の段階が長くなれ

ば、化粧時間は長くなる傾向がみられた。

また、20代と 50代は 30～ 40代に比べ

基礎化粧の段階は短く、朝の基礎段階より

夕方の基礎段階のほうが長かった。また、

20代は基礎よりメイクアップを、50代は

メイクアップより基礎を平均以上使用する

など差があったのである。 

● 化粧品の購入にかかる費用は年齢層別に分

けてみると、平均コスで 20代は 125,000

ウォン、30代は 153,000ウォン、40代は

145,000ウォン、50代は 127,000ウォン、で

ある。 

● 消費者は、理性的ながら、感情的動物であ

る。体験的マーケティングは消費者が理性

的だけではなく感情的存在だといえる。消

費者は理性的選択をするが、時々感情に流

されやすく、消費経験を通じて夢をもとめ、

楽しさを追求する。消費者は購買して消費

する過程で楽しさを得るだけでなく、創造

的な刺激をうけ、美しい感性が磨かれるこ

とを求めている。 

● 体験的マーケティングの積極的実現方法を

提示してみると、 

1. 消費者が気に入っても購入につながらない

場合、あらゆる手段を講じて（例えばイベ

ント・広告など）、購買意欲を高めるよう

に誘導しなければならない。つまり、体験

コーナーの対面方式が一番望ましいのであ

る。 

 

2. 体験コーナーの運営にあたっては、消費者

が楽しく興味を引くような会場のセッティ

ングや適切な商品のレイアウトなどが要求

される。また、化粧品アドバイザーはにこ

やかな表情と穏やかな言葉づかいなど、あ

らゆる態度に気に配り、消費者に不安を与

えないように対応しなければならない。 

 

3. 市場の状況や流行などをみて、消費者が求

めているものを追求し、それに応えるよう

な商品を開発しなければならない。体験的

マーケティングは、五感を活用して消費者

の総体的な体験に重点をおき、化粧品のみ

ならず全分野において積極的に行なわれて

いる。つまり、この体験的マーケティング

を活用すれば、あらゆる企業が求めている

顧客満足度と共にブランド企業イメージを

確固たるものにできるだろう。 

【学術発表内容（抄録より）】 

● 韓国女性（19～ 55才）1,800名を対象に

様々な調査をした結果、全年代を通して共

通の悩みは「肌の乾燥」、年代別には 20代

がおできとにきび、30代は皮膚乾燥、40

～ 50代は老化であった。また、韓国女性

が追求する美しさは大人しくて純粋な感じ

の“自然さ”であり、全体の 32.9％で一

番多かった。 

● 韓国の女性達は普段、朝起きて化粧をする

時、クレンジングを抜いた基礎化粧品を平

均 4.2個くらい、メイクアップ化粧品を 5.6

個くらい使用し、化粧をするのに約 17分

かかった。特に、基礎化粧品は 1個使用す

るのに平均 1.2分かかったたにもかかわら

ず、メイクアップ化粧品は平均 1.7分にな

 理事長挨拶としてまず、本大会の開催に

あたって準備、協力された韓国チェヌン大

学の李学長始め各教授達への感謝の言葉を

述べられた。また、本学会の設立目的や、

その後の経緯、現在までの活動を話され、

特に 2005 年 3 月にチェヌン大学にビュー

ティーコーディネーション学科が新設され

たこと、そして今回、当大学で国際学会を

開催することの意義深さを示された。 

以下、結びの言葉として村山理事長が述べ

られた内容をそのまま記した。 

 「今日の日をきっかけとして、今後、国

際健康美学会で実施される教育や多くの研

究発表が、日本と韓国のみならず、さらに

国際的に発展していくことを心より願って

おります。そして、本会で学んだ方達が、

確かな知識と技術を身に付けた「国際健康

美学士」の資格を持つことで、健康と美に

関する、本当の意味でのプロフェッショナ

ルとしてのプライドを持ち、世の中の悩め

る人々を救い、社会に貢献できるような道

を開いていけるものと信じております。そ

のための土台作りをしていく国際健康美学

会が、さらに大きく羽ばたいていくことに

期待しながら、私の挨拶とさせていただき

ます。」 
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   太平洋 PIM 化粧品会社 教育部長 

   チェヌン大学 兼任教授  

梁 英順 

開会の挨拶 

国際健康美学会 理事長  

村山 静江 

 李学長は祝辞として、「健康と美に

ついて関心がだんだん高まっていく社

会の流れに沿って、美容分野の発展の

為に、研究を活発に行い、国際健康美

学会のさらなる発展を願っておりま

す。」と述べられた。 

祝 辞 

チェヌン大学 学長  

李 基雨 
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 理事会は論文発表をはさみ行なわれた。内

容については下記のとおりである。 

 

 【理事会報告】 

1. 各委員会の活動報告 

● 資格認定委員会・・・2007 年 2 月には日

本での「国際健康美学士」資格認定者が誕

生する。 

● 教育研修委員会・・・第 1回目の教育研修

会を今年 3月に開催した。 

● 編集委員会・・・第 1号のニューズレター

を作成した。 

● 渉外・広報委員会・・・学会のホームペー

ジを作成中。近日中にアップする予定。 

● 国際交流委員会・・・来年は日本で第４回

大会を予定している。 

● 倫理委員会・・・特に問題のなかったこと

を報告する。 

2. 報告と審議事項 

① NPO法人登記とそれに伴う変更内容 

  について 

● 2006 年 7 月 7 日・・・正式に「特定

非営利活動法人国際健康美学会」とし

ての登記を完了した。 

● 会則の変更・・・NPO 法人の定款に

沿う。細則についてはそのまま準じて

運用する。 

● 組織図の変更・・・「入会資格審査委

員会」を削除「倫理委員会」に。ま

た、副理事長の統括内容の変更をし

た。 

● 会員の種別と年会費額の変更・・・正

会員と賛助会員の 2 種類とし、年会費

→正会員 8,000 円・賛助会員 10,000

円とする。 

② 資格認定料に関する学生の特別措置に 

  ついて 

 学生の場合は 30,000 円の金額補助の 

特別措置により、資格認定の為の審査

料と認定料を合わせて 10,000 円とす

る。ビューティーコーディネーション

学科の卒業生には、各自 10,000円の費

用負担をしてもらい、学会から「国際

健康美学士」の資格証を発行する。同

時に、初年度の年会費免除の上、会員

資格が与えられる。 
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理事会の開催 

『気エステティックイヴの痩身結果の実際』 

してきた健康痩身法に一定の痩身効果

があると推測される。さらに、健康痩

身法は健康的に美しく痩せるだけでは

なく、体質改善を行ないながら痩身を

するため、アレルギー体質の人にも有

効だと考えられる。 

韓国でも私共の実践する健康痩身法を

広め、肥満管理を推進していきたい。 

《目的》 

「気エステティックイヴ」で実施している

健康痩身法の、肥満に対する効果について

検討した。 

《対象（人数・期間・年齢層）》 

対象者は単純性肥満と認められた 16 歳か

ら 75歳までの女性 312名である。 

《方法》 

健康痩身法のトリートメント内容は、経絡

痩身法をベースに、それぞれの体質や脂肪

の質・体型などを考慮し、その人に合った

オプション技術を選び組み合わせて週に 1

～ 2回のペースで行なった。オプション技

術とは主にマッサージ類を指し、ハンド

マッサージや機械を用いた施術なども含ま

れる。また、オプション技術はそれぞれの

目的別に単独であるいはいくつかを組み合

わせて行なう。 

健康痩身法は、経絡痩身法とホームケア、

栄養指導の３つの柱によって成り立ってい

る。ホームケアは、自宅でブラッシング体

操、ツボ押し、マッサージ等を行なうため

宿題と呼んでいる。さらに、栄養指導を並

行して行なっている。 

《結果》 

体質改善が認められた人は 312 名中、

83％の 259 名である。体質改善が認めら

れなかった人は 17％の 53名である。 

《考察》 

今回の試みにより、健康痩身法による体

重・体脂肪率の減少が 312 名の全員に認

められたこと、また、個人的な都合で施術

を受ける回数が少ない人ほど痩身効果が低

いことから、気エステティックイヴが実践

  株式会社村山 専務取締役 

  気エステティックイヴ 研修センター長 

 村山 舞 

●  “正しい姿勢で正しい精神が込められる”、“姿

勢が歪めば健康に悪い”、“姿勢が悪ければ気

の流れが良くない”、“姿勢の不均衡さで気が良

く流れない”などの例をよく見れば、姿勢は外貌

的なだけでなく、精神的肉体的な健康までに影

響するという事が体形学の基本である。 

●  人間は誰もが元気で美しくなりたいという本能

的な欲求がある。外形的な美しさは他人にも美

しく見えないのだ。姿勢を正しくすることこそ気血

の流れを円滑にし、気血の流れをスムーズにさ

せることこそ肌をきれいにし、身体を元気にさせ

るのだ。内外共の美しさを追い求める美容分野

で姿勢は重要なポイントと言える。 
ﾁｪﾇﾝ大学 ﾋﾞｭｰﾃｨｰｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ学科  

教授 金 基甲 

『美容関連従事者の体形比較分析について』 
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 2006 年 3 月 19 日（日）東京都中

央区日本橋久松町『国際健康美学

会』研修センターで、医師でもあ

り、メディカルサポートコーチの奥

田弘美先生による、『精神科医のお

医者さんが考えた 1 日 15 分の

「コーチングダイエット」』の講演が

ありました。50 名あまりの若いエス

テティシャンが参加し、熱心に聴講

され、真剣にメモをとっていまし

た。 

同名の先生の著書より 

●コーチングとは、「人は自分のな

かに答えをもっている」という哲

学をもとに、夢や希望を実現させ

るために行なう自己開発のコミュ

ニケーション法です。 

●スポーツやコーチングで使われる

「コーチ」の語源は、共通して

「大切な人を、その人が望む目的

まで送り届ける」というところか

らきています。 

具体的でわかりやすい講義は明日

からすぐに実践で使える内容で受

講生は大満足でした。 

第 1回教育研修会開催 

奥田弘美 先生 
 医師（精神科、緩和ケア、内科） 

 財団法人生涯学習開発財団認定コーチ 

 メディカル＆ライフサポートコーチ 

最近読んだ月刊誌に【「脱肥満」身体の健全化が命

と財政を救う】という記事が出ていました。厚生労働

省の発表によれば1985年度に16兆159億円だった国民

医療費が、2004年度には32兆1, 111億と大幅に増加、

1984には25.3％であった40代の男性の肥満者の割合が

2004年には32.7％に増え、朝食の欠食率が1985年に

8％であったのが、2004年には10.5％であるという。

肥満の原因は食生活の変化と運動不足といわれます

が、冷凍食品やレトルト食品などの調理済み食品の利

用や外食が多く、家庭内で調理した食事の割合が減っ

ているということも関係があると思われます。 

日本の食文化を見直し、食環境改善を推進すること

が求められているのではないでしょうか。 

（文責・寿松木） 

編集後記 

  会 員 募 集 

国際健康美学会では、会員を募集して

おります。本会の趣旨に賛同され、健康や

美容に関することに興味のある方、様々な

分野からご意見をお持ちの方、個人、団体

を問わず広く募集しております。 

本会は会員の皆様の研究発表や、情

報交換、さらに皆様の様々な活動を通して、

全ての人々が健康で心豊かな人生を歩め 

るように真の健康美を追求しあう場にした

いと考えております。ぜひ、別紙入会申込 

書にご記入の上、ご連絡ください。 

4 

お知らせ 

● 2006年7月7日「国際健康美学会」がＮＰＯ「特定非営利

活動法人」になりました。 

● 学会のホームページが近日中にアップします。 

特定非営利活動法人 

国際健康美学会 
 

〒103-0005  

東京都中央区日本橋久松町11-8 

久松町ビル118ビル 6F 事務局 

TEL 03（5652）5888  

FAX 03（3639）8460 

URL http：//www. iscohb.or.jp 
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